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学校紹介
本校HPより



学習内容について

1年数学

• 代表値

• 度数分布表

• 箱ひげ図

• 有効数字

３年数学

• 1年の学習内容

＋標本調査

４年数学

• １・３年の

学習内容

＋統計基礎
（分散・相関関係）

単元の総括的評価課題として
統計グラフポスターを作成

１年数学



授業の概要：中等１年数学を例として



学習内容について～１年・ねらい～

・代表値

・度数分布表

・箱ひげ図

・ヒストグラムなどの知識

モデル化して近似する方法

データの妥当性

の検討

データを分析する

経験・技能

生徒一人ひとりが「よりよい世界づくりに貢献するひとり（学校

使命）」となるために、身近なものから社会問題まで幅広いもの

の中から自分で課題を見つけ、その課題についてデータを正しく

用いて分析・表現しながらポスターにまとめる。



①知識習得のための探究型学習

②個人探究（６時間程度） ポスター作成

③ポスター発表会

授業の概要：中等１年数学を例として



① 知識習得のための

探究型学習

②個人探究（６時間程度） ポスター作成

③ポスター発表会

授業の概要：中等１年数学を例として



授業の概要
～①知識習得のための探究型学習～





代表値

四分位数
箱ひげ図



授業の概要
～①知識習得のための探究学習～







生徒の
情報交換

• チームを強化していくためにはどのような戦略が必要
なのか、分析結果から述べる活動

度数分布表
ヒストグラム

データを整理、分析し、
それらを使う経験

データの分析方法や
妥当性の検討



授業の概要

①知識習得のための探究型学習

②個人探究

ポスター作成

③ポスター発表会



現地でインタビューし、

実態を調査

図書室
図書によるデータ収集方法を

司書からレクチャー
データ収集に関わる本の紹介

PC
統計局HP

統計ダッシュボード
などを紹介

アンケートを自ら
作って校内で

データ収集





ポスターの評価について

単元の総括的評価課題として

←ルーブリックを用いた評価

生徒にとって、
次につながる

フィードバックに



授業の概要

①知識習得のための探究型学習

②個人探究（６時間程度） ポスター作成

③ポスター発表会



発表会の目的

統計グラフポスターの発表会を通して、他者の作品を見たり、
他者の発表を聞いたりすることで、以下の視点を学ぶ。

①妥当性の高いデータの収集方法とは？

②適切なデータの分析方法とは？

③論理的な考察の仕方とは？

④効果的なポスターのまとめ方や発表の仕方とは？

より良い作品を見る目を養うことは、
自分の作品を見る目を豊かにすること。



小グループ
（4名ほど）
内で発表会

発表者
聞き手の興味をひき、
より伝わりやすい
発表をするには？

聞き手
発表者の内容を聞き、

より効果的な
フィードバックは？



フィードバックの工夫：ふせんの活用

オレンジ



発表後のふりかえりアンケートより



発表後のふりかえりアンケートより
批判的な視点(情報を鵜吞みにするのではなく、本当にあっているのか疑って真実を知ろうとする視点)をもってデータを収集

し、そのグラフにあった種類のグラフ(例えば、変化しているということを強調したい場合は折れ線グラフなどなど)を選択し、

グラフをもとにそのグラフにあった分析・考察をすることが重要だと考える。

今回の発表会で、皆が内容だけでなくレイアウト、色使いなどの工夫をよくしていることがわかりました。グラフ3つ以上の

配置の仕方などもグラフのすぐ横に文章や出典をかいたり、グラフ同士を矢印でつなぎ関連させたりと工夫されていました。

また、自分がこだわったポイントなどを理解してもらったりアドバイスをもらったりと効果的なフィードバックで他教科に

も生かせそうだと思いました。

今回の発表会を通して私は新たな発見や気づきが多くありました。テーマが身近なことやあまり普段考えることがないもの

まであり、非常に興味深かったです。多くの人の発表を聞いて私がいいなと思ったのは、その課題やテーマに対してどのよ

うにしたら関わることができるのか、自分事ととらえようとする姿勢がみられて、ただ総括的評価課題としてやって終わり

になるのではなく、生活に生かせているのが素晴らしいと感じました。

多ければ多いほどいいというわけでもなく、少なければ少ないほどコンパクトで見やすいというわ

けでもないと思いました。いかにじぶんが考えたことを適切に表して、適切なグラフにする大切さ

を学びました。また、グラフの性質や長所を理解して書いていくことも一つの工夫だと思います。



生徒の作品を廊下に掲示

• 学校内、学校外（来校者）から
様々な評価を受けることができる。

• 該当学年だけでなく様々な生徒が
作品を見て影響を受ける。



• 学校内、学校外（来校者）から
様々な評価を受けることができる。

• 該当学年だけでなく様々な生徒が
作品を見て影響を受ける。

生徒の作品が、全国大会HPに掲載

【今後の課題として】
課題をこなすだけの生徒、データを
まとめてはいるが正しく表現できて
いない生徒、データの信ぴょう性が
乏しい生徒、知識の定着が乏しい生
徒もいる。また、テーマを決めるこ
とに時間がかかってしまいなかなか
探究に進めない生徒も多い。全ての
生徒に対応していくことは難しいが、
少しでもこれらの壁がなくなってく
るような授業づくりや動機付け、他
教科との連携が必要となってくる。 



ご清聴ありがとうございました。
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